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Abstract
Les　sujets　d’6tude：1’6tude　proustienne，1’6tude　de　la
litt6rature　frangaise，　de　rhistoire　culturelle　et　de　la
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　litt6rature　japonaise
TAKATO　Hiromi
　　　　Voici　ce　que　j’ai　fait　pendant　rann6e　scolaire　2007．
　　　　1ja　traducution　japonaise　de　l’ceuvre・de　Marcel　Proust《Albertine　disparue》，　sixi合me　tome
dン11αrechercheゴz4　te〃zρs　perdu，（idition　originale　de　la　derniere　version　revue　par　Proust　lui－
meme，6tablie　par　Nathalie　Mauriac　et　Etienne　Wolff，　publi6e　en　1987　chez　Graset，　Editions
Kobun－sha，2008，374　pages．
　　　　2．Deux　essais　litt6raires　sur　le　commencement　d’un　roman　G41a　recherche伽te　mps　pe　rdza
de　Marcel　Proust）et　d’un　r6cit（Sous　les　cerisiers　de　Motojiro　Kajii），recueillis　chacun　dans　les
livres《（？uels　sont　les　co〃zmencements　des　chefs－d’o…mvres～》Iet　II，　Librairie　Minerva，2008，208
pages　et　206　pages，
　　　　3．la　compilation　du　tome　I　des（Euvres　choisies　de　Yano　Hoj｛n，　po合te，　docteurさs　lettres，
sp6cialiste　de　la　litt合rature　anglaise，　de　la　litt6rature　symboliste，　de　la　litt合rature　japonaise　et　de
la　litt6rature　compar6e，　essayiste，　Editions　Kokusho－kanko－kai，2007，674　pages．
　　　　4．ressai　recueilli　dans　le　livre　d’etudes　sur　la　s6rle　t616vis6e　pour　enfants《Hibiki　Kamen－
Rider，　le　motocycliste　masqu6》，　Editions　Kokusho－kanko・kai，2007，318　pages．
　　　　5．le　commentaire　ajout6　a　la　traduction　japonaise　par　M．　Masafumi　Kato　du　Confident　des
da〃zes　publie　en　1997　par　Julia　Csergo　et　Roger－Henri　Guerrand　chez　La　D合couverte，　Editions
Sakuhin－sha，2007，330　pages．
　　　　6．1’essai　sur　rhistoire　de　rembonpoint，　recueilli　dans　la　revue　sp6cial《la　science　de
1’e〃zbonψoint》，　Fondation　Centre　G6n6ral　de　la　Consommation　de　la　Viande（FCGCV），2008．
　　　　7．1’essai　litt6raire　pour　le　num合ro　sp6cial　de　la　revue　po6tique《Gendai　Sitecho》sur《Kari
／zo　sorane》，　recueil　po6tique　du　po合te　Yasuo　Irisawa，2008，
　　　　J’ai　publi6　d’autres　6tudes　dont　les　d合tails　jbmets　mainten臼nt　a　cause　du　manque　de　la
place．　Simultan6ment，　j’ai　continue　mon　6tude　sur　Romi　dont　plusieurs　livres　j’ai　traduit　en
japonais　depuis　l993．　A　travers　des　recherches　recentes，∫ai　61ucid61’activit6　artistique　de
Romi　dans　sa　jeunesse．　Il　a　voulu　d’abord　devenir　peintre1　J’ai　fait　aussi　le　r6pertoire，　int6gral
autant　que　possible，　des　oeuvres　de　Romi．
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　　　　Grace　a　cette　ann6e　d’6tudes，　j’ai　pu　fait，　publie，
Remerciements　a　tous．
6crit，　plus　que　l’ann6e　ordinaire．
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《特別研究》
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はじめに
　一年間の特別研究期間を頂き，上記の課題に沿い，また，さらに発展も加えて，以下の研究成果を
挙げた。まずは箇条書きにする。
1　研究期間中に刊行されたもの。
　1．『矢野峰人選集』（全三巻。国書刊行会刊）のうち，第一巻責任編集，解説（2007年6月）。こ
　　　の刊行に際して，パンフレットに「詩人の声」と題する蹟文を載せる。
　2．東雅夫・加門七海編『響鬼探究』（2007年7月。国書刊行会刊）所収「変はる夢一『仮面ラ
　　　イダー響鬼』に寄せて」。一種の映像文化論・大衆文化論である。
　3．『ネクタイと江戸前　2007年版ベストエッセイ』（2007年8月。文藝春秋刊）所収「風呂とフ
　　　ランス人」。2006年に「新潮45」に掲載した一文がベストエッセイのなかに選ばれ，そこに多
　　　少の加筆訂正を加えたもの。
　4．ロジェ・アンリ・ゲラン＆ジュリア・セルゴ著『ビデの文化史』（2007年9月。作品社刊。加
　　　藤雅郁訳）の解説。
　5．「肥満を科学する」（2008年1月。財団法人　日本食肉消費総合センター刊）所収「肥満の文
　　　化史」。ロミ＆ジャン・フェクサス著『でぶ大全』（2005年9月。作品社刊。拙訳）に連なる
　　　一文である。
　6．千葉一幹・芳川泰久編『名作はこのように始まる　第一巻』（2008年3月。ミネルヴァ書房刊）
　　　所収「プルースト『失われた時を求めて』」。
　7．中村邦生・千石英世編『名作はこのように始まる　第二巻』（2008年3月。ミネルヴァ書房刊）
　　　所収「梶井基次郎『桜の樹の下には』」。
ll研究期間中の仕事であるが研究期間終了後に刊行されたもの
　1．「中村真一郎手帖　第三号」（2008年4月）所収「中村真一郎『バルザック・ノート』覆刻
　　　第二回」。
　2．「國文学」（2008年4月臨時増刊号「旅，鉄道，そしてエッセイ」特集。學燈肚刊）所収「市
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河晴子に恋して一『欧米の隅々』ほか」。
「現代詩手帖」（2008年5月「偽と虚と空　入沢康夫『かりのそらね』特集。思潮社）所収「『か
りのそらね』他註」。
「未来」（2008年5月。未来社刊）所収「学問，この人間的なるもの　書評　森洋子著『ブリュー
ゲル探訪一民衆文化のエネルギー』
マルセル・プルースト著『消え去ったアルベルチーヌ』全訳（2008年5月。光文社古典新訳
文庫）。
　以上の十二点，およびいまだ刊行準備中の仕事も含めて，研究課題として挙げた分野において，研
究期間中にそれぞれ成果を挙げたつもりである。以下に，各分野において，特筆すべきテーマに沿っ
て記してゆこう。
1　日本文学研究
　この分野でもいくつかの活動をした。
　ひとつは数年来，「中村真一郎の会」（会長・加藤周一，常任幹事・明治学院大学名誉教授清水徹
東京大学名誉教授菅野昭正，明治大学名誉教授安藤元雄国際日本文化研究センター教授鈴木貞美，
高遠弘美）常任幹事として活動を続けているが，毎年刊行される研究紀要「中村真一郎手帖」に今回
も連載として，中村真一郎が私的に書きためていた「バルザック・ノート」の覆刻（第三回）を載せ
た。明治大学とも関わりの深い文学者，中村真一郎の全貌を明らかにするとともに，その影響関係を
考察する試みは今後も続けてゆくことになるだろう（加藤氏は2008年12月に他界された）。
　二つ目は，矢野峰人の文業の顕彰である。英文学者，国文学者，比較文学者，エッセイスト，詩人
にして，台北帝国大学教授同志社大学教授，東京都立大学教授，同大学総長，東洋大学教授同大
学学長を歴任した矢野峰人博士（1893－1988）の文業を現代に改めて知らしめるべく企画された『矢
野峰人選集』全三巻（2008年。国書刊行会）の刊行に携わった。三冊の内容と責任編集者は以下の
通りである。
　第一巻「エッセイ・詩・訳詩」。高遠弘美。
　第二巻「比較文学・日本文学」。元明星大学教授，フェアリー協会会長・井村君江。
　第三巻「英文学」。東京大学名誉教授，元日本英文学会会長・富士川義之。
　第一巻を編集するにあたって，矢野博士令嬢夫妻のご厚意で，雑誌等に発表したまま，単行本には
収録されなかったエッセイのほか，現在入手不可能となった詩集や，すでに刊行済みの詩集やエッセ
イ集に矢野博士自身が手を入れた手沢本を実際に拝借することで，完壁を期したつもりであるが，と
くにエッセイについては，単行本収録の際重複している場合もあることから，一度単行本の枠組み
を一切取り外して，一篇一篇を読み比べて，原稿用紙換算で四千枚を超える分量からこれはという作
品を選び出した。その結果，単行本未収録のエッセイを四十三篇も収録することになり，エッセイス
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トとしての矢野峰人の一面を新たに提示できたと言えるだろう。詩集や訳詩集にしても，すでに稀観
本になって久しいもののほとんどを採録した。2005年に刊行された『ルバイヤート集成』（国書刊行
会刊。解説，南條竹則・高遠弘美）は矢野峰人の，これもまた稀観本となっていた「ルバイヤート」
三種の訳詩を一堂に集めたものとして話題を呼んだが，それと合わせ読むことで，日本近代の象徴詩
や訳詩外国文学移入に対する理解は格段に深まるだろう。今後，日本の象徴主義を考察研究するう
えでも『矢野峰人選集　第一巻』は基本文献となるはずである。2007年3月に，『西條八十全集　第
十七巻』（国書刊行会刊）「月報」に，西條が近代日本の詩や訳詩，さらにはフランス詩研究に果たし
た重要な役割について書いたが，それとともに，筆者の日本文学研究の柱のひとつである訳詩，詩研
究の節目となる仕事であった。
　その点で言えば，「現代詩手帖」の入沢康夫詩集『かりのそらね』特集に寄せた「『かりのそらね』
他註」も，短文ながら，日本の現代詩に関する筆者なりの研究の一端である。入沢康夫はしばしば「自
註」という形で，その詩の解釈をほのめかす。とくに，『かりのそらね』は引用と暗示に満ちた重層
的な作品であることからして，「他註」という「註」形式を通じて，その詩の世界の魅力を解き明か
すことは有益であると考えた。その既刊詩集全冊に目を通すという作業を通じて，入沢康夫という現
代屈指の詩人の想像力のありようを，ある面から如実に示した作業だったと思う。
　と同時に，現代では忘れられている文学者の発掘も，筆者が目指すべき日本文学関係の重要な仕事
であることに変わりはない。2006年4月から2007年3月まで12回，雑誌「ふらんす」に連載した「日
佛往還記播讃」は，紀行文を通じて，現代では読まれなくなっている文学者の文章を発掘するという
のがもうひとつの目的だったが，その過程で発見した文筆家澁澤榮一の孫にあたる市河晴子につい
て，上記のごとく「國文學」に書く機会が与えられた。「日佛往還記播讃」を読んだ「國文學」「旅，
鉄道，そしてエッセイ」特集の責任編集を担当した方からの依頼だったが，これはまさに天与とも言
うべき執筆の機会で，もちろん枚数制限のために，十全に語ることはできなかったとは言え，他で触
れられることのないすぐれた文学者，市河晴子を称揚する契機となったことは確かである。市河晴子
については，逸文を複数発見しているので，折を見て「教養論集」等で紹介してゆく予定である。
　日本文学関連ではもうひとつ挙げたい。それは，文学作品の「書き出し」に注目して作品論を書く
という共著に関する仕事であるが，専門のプルーストについてと同時に，梶井基次郎「桜の樹の下で」
の書き出しについて考察をした。この桜がどういう桜であるとか，文学作品相互の響き合いとは何か
といったテーマを繰り出しながら，魅惑的な梶井の短篇の魅力を解明した。
　以上，日本文学に関して，研究期間中になした仕事について略述した。
2　フランス文学・文化史研究
　すでに何冊か邦訳されているフランスの著名な文化史研究の大家ロジェ・アンリ・ゲラン（故人。
元パリ・ベルヴィル国立建築学校教授）とジュリア・セルゴ（リヨン第二大学助教授）共著の『ビデ
の文化史』（作品社）の解説を担当した。そもそもこの本の翻訳を思い立ったのは筆者であるが，自
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らそれを翻訳する時間的余裕がなかったので，信頼できる仏文学者に全面的に翻訳を依頼した結果が
本書である。筆者は解説を担当した。ビデというのは知られているようで，じつはまったく知られて
いないにひとしい。ビデについて歴史的に解き明かした本書の邦訳は，フランスの生活と文化のある
面を理解するために有意義であったと言える（それは刊行直後に出た複数の好意的な書評が物語って
いる）。
　それと同様の地歩に立ってした仕事が「肥満の文化史」と「風呂とフランス人」の執筆（加筆訂正
後の再発表含む）である。文学作品を理解するには，登場人物たちが暮らす環境や時代の価値観を
知っていなくてはならない。ロミとその弟子の蘇訳を今まで公刊してきたのは，そう考えたからであ
る。ロミについてはすでに人文研紀要に仏文で研究論文を発表した1。その後今回の特別研究期
間中に，ロミに就いてさらに調査を進め，類い稀な著作家としての全貌が明らかになりつつある。以
下，単行本書誌については，前記仏文論文以後の情報も入れた決定版としたい。長くなるがその成果
を記す。
1．　1）etite　histoire　des　C励∫－concerts　parisiens，　avec　la　pr6face　de　Robert　Beauvais，　Editeur　Jean
　Chitry　et　Cie，　Paris，1950，63　pages（合dition　a　tirage　limit6　a　999　exelnplaires）．
　　『パリのカフェ・コンセール小史』。ロベール・ボーヴェ序文。63頁。1950年。999部。十九世紀
　末から二十世紀初頭にかけて流行したシャンソン酒場「カフェ・コンセール」の歴史を写真や図版
　入りで愉しく綴ったもの。
2．　Maisons　closes－［ノhistoire，1’art，　la　litte’rature，　les　ma　zars，　avec　la　pr6face　du　Docteur　Jean
　Lacassagne，　aux　d6pens　de　rauteur，1952，508　pages（6dition　a　tirage　limit6　a　3985
　exemplaires）．
　　『娼館　歴史・藝術・文学・風俗』。ジャン・ラカサーニュ†専士序文。508頁。自費出版。1952年。
　3985部。ロミが収集した膨大な資料を駆使して書かれた娼館の歴史とその世界。厘入り。鍵附き。
3．　Ma　isons　closes－［ノhistoire，　Z物7ちla　litte’rature，　les　mαeurs，　avec　la　pr6face　du　Docteur　Jean
　Lacassagne，　aux　d6pens　de　1’auteur，1953，511　pages（6dition　a　tirage　limiteλ3500
　exemplaires　dont　2000　exemplaires　r6serv合s　aux　soci6taires　du　Cercle　du　livres　pr6cieux　et
　1500exemplaires　aux　d6pens　de　l’auteur），6dition　d6finitive．
　　『娼館　歴史・藝術・文学・風俗』。ジャン・ラカサーニュ博士序文。511頁。1953年。3500部（内，
　1500部が自費出版）。前項の増補版。
4．　Technique　du　suicide，　aux　d6pens　de　1’auteur，1953，293　pages（6dition　a　tirage　limit6　a　2965
　exemplaireS）．
　　『自殺のテクニック』。293頁。1953年。フェリックス・ラビッス装画。2965部。自費出版。文学
1　“Sur　Romi，　cet　anthologiste　de　1’insolite”，2001，3，　The　Journal　of　Humanities，　Meiji　University，
volume　7
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　者が語った自殺，自殺の要因，古典的な自殺のテクニックなどについて図版資料とともに説いた著
　作。のちの『自殺の歴史』の元となった本。
5．　Fraiche　etjoyeuse，　Editions　de　Paris，　Paris，1955，61　pages．
　　「生き生きと愉しげに』。61頁。1965年。戦争に備えてどう振る舞iえばいいかを綴るエッセイ。
　じつはかつての戦争の折々に醜態をさらして戦争讃美や愛国心高揚のかけ声に乗った人々の戯画
　である。
6．　Usines　d　gloire，　Editions　de　Paris，　Paris，1956，63　pages．
　　『栄光工場』。63頁。1956年。人生に成功し，有名になるにはどうしたらいいかという教則本。
　もちろん，全篇皮肉とパロディーが貫く。図版資料もあまた収載されている。
7．　Le　livre　de　raison　du　l）αtriote　Palloy，　pr6fac6　et　texte　pr6sent6　et　comment合par　Romi，
　Editions　de　Paris，　Paris，1956，351　pages．
　　『愛国派パロワの日録』。351頁。1956年。フランス革命時革命主義者だった一市民パロワの日
　録を国立図書館や市立図書館の資料を駆使して編集したもの。註釈と校訂をロミが担当した。市井
　の人々の生活を通じて歴史に迫ろうというロミの姿勢がよく出ている。
＆　　La　conque“te　du　nu，　Editions　de　Paris，　Paris，1957，250　pages．
　　『ヌードの征服』。250頁。1957年。「見る」「比べる」「味わう」「複製を作る」など項目別に裸体
　の魅力を語ったエッセイ。図版多数。
9．　Amoureux　de　Paris，　avec　la　pr6face　de　Paul　Gilson，　Editions　Od6，　Paris，1961，311　pages
　（6dition　a　tirage　limit6　a　3500　exemplaires）．
　　『パリの恋人たち』。311頁。1961年。パリの名所旧跡をたどって，そこにまつわる歴史上の恋人
　たちのエピソードをみごとに描いた作品。
10　Histoire　des　faits　divers，　avec　la　pr6face　de　Maurice　Gargon　de　1’Acad6mie　frangaise，
　Editions　du　Pont　Royal　Del　Duca／LaffonU　Paris，1962，208　pages．
　　『三面記事の歴史』モーリス・ギャルソン序文。208頁。1962年。古代からのスキャンダラスな
　事件を追ったエッセイ。人間の変わらぬ愚かさを再認識させてくれる作品。これについては「ユリ
　イカ」別冊特集「悪趣味大全」でいささか詳しく紹介したことがある（拙著『乳いうの花の庭から』
　所収）。
11　Szaicides　passionne’s，　histori（］ues，　bizαrres，1髭諺7αゴ76∫，　Editions　Serg，　Paris，1964，331　pages．
　　『自殺の歴史』。331頁。1964年。史上有名な自殺についてエピソードたっぷりにまとめた好著。
　ロミの対象をみつめる眼はここでも確かである。
12．Histoire　de　l’insolite，　avec　la　pr6face　de　Philippe　Soupault，　Editions　du　Pont　Royal　Del
　Duca／Laffont，　Paris，1964，192　pages，
　　『突飛なるものの歴史』。192頁。1964年。邦訳は高遠弘美訳。1993年。作品社刊。
13．Maisons　closes－L’histoire，1’art，1αlitte’rature，　les　mαeurs，　avec　la　pr6face　du　Docteur　Jean
　Lacassagne，　Editions　Serg，　Paris，1965，　en　2　volumes，549　pages，6ditions　compl6t6e　par
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　1’auteur　a　1’aide　de　nombreux　documents，　texte　reproduit　de　l’6dition　originale．
　　『娼館　歴史・藝術・文学・風俗』。ジャン・ラカサーニュ博士序文。549頁。1965年。二巻本。
　2と3の増補改訂版。
14．My　thologie　du　sein，　avec　la　pr6face　de　Lo　Duca，　No　16　de　la　Biblioth合que　internationale
　d’6rotologie　dirig6　par　J．－M．　Lo　Duca，　Editions　Jean－Jacques　Pauvert，　Paris，1965，245　pages．
　　「乳房の神話学』。245頁。1965年。邦訳は高遠弘美訳。1997年。青土社刊。
15・　Gros　succ6s　et　petitsプ「ours－la　chαnson　du　o嬬chantant　au　microsillon，　avec　la　pr6face　de
　Marcel　Pagnol　de　l’Acad6mie　frangaise，　Editions　Serg　Paris，1967，　479　pages。
　　『シャンソンスター列伝』。マルセル・パニョル序文。497頁。1967年。近世から現代に至るまで
　のシャンソンのスターを通じて描くシャンソンの歴史。図版多数。とくに世紀末から二十世紀前半
　のシャンソン史として他の追随を許さない。
16・　ノ吻旋z〃zoη）1zos6∫du　diable，　Librairie　Hachette，　Paris，1968，253　pages．
　　『悪魔の変貌』。253頁。1968年。古代からの悪魔のイメージの変遷を丹念に辿る表象文化史。図
　版資料多数。
17．Le　sacrzVece　et　deux　76c露s（Prix　Goncourt　de　la　Nouvelle），　avec　la　pr6face　d’Herv6　Bazin，
　pr6sident　de　1’Acad6mie　Goncourt，　Atelier　d’Art　Philippe　Petit，　Angers，1976，180　pages．
　　『犠牲』。ゴンクール中短篇賞受賞。エルヴェ・バザン序文。180頁。1967年。ロミ唯一の小説集。
　心に沁みる話三篇が収録されている。
18．Histoire　pittoresque　du　pantalon　fe’minin，　Editions　Jacques　Grancher，　Paris，1979，152　pages．
　　「女性の下着の歴史』。152頁。1979年。とくに女性の下穿きの変遷を図版資料とともに解説した
　作品。一見単純なテーマながら，その裏に秘められた豊富なエピソードに驚かされる。
19．Maisons　closes－　L’histoire，1’art，　la　litte’rature，　les　mαlzars，　avec　la　pr6face　de　Robert
　Beauvais，　Editions　Mich61e　Trinckvel，　Paris，1979，　en　2　volumes，527　pages（合dition　a　tirage
　limit6　a　3　OOO　exemplaires），ouvrage　revu，　corrig6　et　augment6　par　1’auteur，6dition　d6finitive．
　　『娼館　歴史・藝術・文学・風俗』。ロベール・ボーヴェ序文。527頁。1979年。二巻本。12の増
　補改訂決定版。三千部限定。
20．Le　nu，　Editions　du　Rocher，　Paris，1982，181　pages．
　　『ヌード』。181頁。1982年。8の増補改訂版。時代の制約があった8に比べて格段に図版資料が
　増え，裸体を読み解くロミの視点も深化している。
2L　Les　c4彪δ76∫inconnus　dhier　et　davant－hier，　avec　la　pr6face　d’Alphonse　Boudard，　Editions
　Filipacchi，　Paris，1987，228　pages．
　　『古今の知られざる有名人』。アルフォンス・ブーダール序文。二百二十八頁。一九八七年。か．
　つては誰よりも有名だったのに，今はすっかり歴史の忘却の淵に身を沈めている三十人近い人々の
　生涯を描く。『突飛なるものの歴史』に登場する人物も何人かいて，興味は盤きない。
22．La　me’垂窒奄唐?@de　lαBastille，　avec　la　pr6face　de　Jean　Derens，　conservateur　en　chef　de　la
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　Biblioth合que　historique　de　la　Ville　de　Paris　et　pr合sident　de　la　soci6t合de　I’Histoire　de　Paris　et
　de　l’Ile－de－France，　Editions　Massin，　Paris，1989，317　pages．
　　『バスチーユ奪取秘話』。ジャン・ドラン序文。317頁。1989年。フランス革命百年を記念して刊
　行された。バスチーユ奪取にまつわる秘話を縦横に語る。
23．L’dige　dor　des　maisons　closes，6crit　en　collaboration　avec　Alphonse　Boudard，　Editions　Albin
　Michel，　Paris，1990，192　pages．
　　『娼館の黄金時代』。アルフォンス・ブーダールとの共著。192頁。1990年。邦訳は吉田春美訳。
　一九九三年。河出書房新社刊。
24．Histoire　anecdotique　du　1）et（Prix　Rabelais），合crit　en　collaboration　avec　Jean　Feixas（5），avec
　la　pr6face　d’Alphonse　Boudard，　Editions　Ramsay／Jean－Jacques　Pauvert，　Paris，1992，261　pages．
　　『おなら大全』。ジャン・フェクサスとの共著。アルフォンス・ブーダール序文。ラブレー賞受賞。
　261頁。1992年。邦訳は高遠弘美訳。1997年。ジャン・フェクサスの追加資料を加えた増補版。作
　品社刊。
25．　Histoire　des　festins　insolites　et　de　ia　goinfrerie，　avec　la　pr6face　de　Cavanna，　Editions
　Artulen，　Paris，1993，296　pages．
　　『悪食大全』。296頁。1993年。カヴァンナ序文。邦訳は高遠弘美訳。一九九五年。作品社刊。
26．　Tour　de　taille，　la　petite　histoire　de　rembonpoint，6crit　en　collaboration　avec　Jean　Feixas，
　Editions　Liber，1996，192　pages．
　　『でぶ大全』。ジャン・フェクサスとの共著。192頁。1996年。邦訳は高遠弘美訳。二〇〇五年。
　作品社刊。これが遺著となった。
　以上が単行本のすべてであるが，その他，単行本未収録の文章等が今回の調査でかなり見つかっ
た。煩環になるが，我が国唯一のロミ研究者として記しておきたい。ただし，単行本未収録というの
はこの先もまだみつかる可能性があるということで，今後，それなりの数の単行本未収録作品が見つ
かったときに再び報告することになるだろう。
　Hamlet　aux　deux　Q帥動θ⑤roman　de　Sylvain　Bonmariage，　hors－textes　de　Romi，　Mercure　de
Flandre，　Lille，1927．
　シルヴァン・ボンマリアージュの小説『ハムレットと二人のオフェーリア』（1927）にロミが挿絵
と表紙絵を寄せていることが判明した。ロミの故郷リールの出版社から出た本である。22歳のロミは
新進の挿絵画家であった。
　Complet　de　la　Flagorneuse，　po6mes　de　Ernest　Fornairon，　quelques　croquis　de　Romi，　Mercure
de　Flandre，　Lille，1928．
　エルネスト・フォルネロンの詩集『追従女の一揃い』（1928）に挿絵を12枚掲載した。ジャン・フェ
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クサス宅で見せてもらったロミの後年の絵を思わせる，ユーモラスな筆致の作品。
　Bravo，　dans　laquelle　est　ins6r61e　portrait　de　Marcel　Pagnol　peint　par　Romi，　les　bureaux　de
Bravo，　Paris，　mars　1930．
　「ブラヴォー」誌1930年3月号に，ロミが描いた作家のマルセル・パニョルの肖像画が載ってい
る。これはのちに，C．　E，　J．　Caldicottが書いたMarcel　Pagnol（1977，　Twayne　Publishers）に採録
された。
　Bravo，　mise　en　page　par　Romi，　les　bureaux　de　Bravo，　Paris，　septembre　1932．
　「ブラヴォー」誌1932年11月号のページレイアウトをロミが担当。挿絵画家として活躍の舞台を
広げる一方，こうした出版界のアート部門で仕事をしていたことがわかる貴重な資料である。
　Petit　Muse’e　de　la　Curiosite’　photographique，　pr6sent6　par　Louis　Ch6ronneしEditions　Tel，　Paris，
1945，documents　photographiques　dont　28　de　la　collection　Romi．
　『アンティーク写真の小美術館』。ロミは初期写真のコレクションから28枚を提供している。1945
年当時のロミの活動の一端を知ることができる資料である。
　Fin　de　sガ6c♂θ，　in．4rt　et　Style，　Robert　Lang　Paris，　f6vrier　1945，　auroris6　par　le　Minist合re　de
l’lnformation　le　16　novembre　1944，3pages．
　「世紀末」。「藝術とスタイル」誌，1945年2月号に掲載。情報省認可は前年11月16日。全3頁。世
紀末的スタイルについてのエッセイだが，画家を目指していたロミ最初期の文章。いまのところ，こ
れより前の文章は見つかっていない。
　Granville　le　maudit，　ecrit　par　Jean　Adhemar　et　Romi，　in　Bizarre，　Bizarre，　Paris，1953，6pages．
　「呪われし者，グランヴィル」。ジャン・アドマールとの共著。「ビザール」誌「グランヴィル生誕
150年特集」，1953年に掲載。全6頁。のちに『突飛なるものの歴史』で採り上げる書家グランヴィ
ルについて，いち早くその藝術の意義を指摘した評論である。
　1）el’humour　involontaire　ecrit　par　Romi　et　Les　farces一αttrape’s　ecrit　par　Robert　Miquel，　le　vrai
nom　de　Romi，　in　Probl2mes，　revue　de　i’assocoation　g6n6rale　des　6tudiants　en　m6decine　de　Paris，
Paris，　d6cembre　1956，3pages　au　total。
　ロミ名義「巧まざるユーモア」，ロミの本名ロベール・ミケル名義「悪戯用玩具」。「プロブレム」誌，
1956年12月号に掲載。本名でも書いているところが興味深い。ガジェットに対するロミの関心がよ
く出ており，「突飛なるものの歴史』に繋がってゆくエッセイ。
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　La　Dame　aux　came’lias　in　La　Traviata　de　Giuseppe　Verdi，　disques　enregistrをs　en　1953　sous　la
direction　de　Gabriele　Santini，　V6ga，　Paris，　nouvelle　gravure　en　l959．6pages．
　「椿姫」。ヴェルディ作曲『椿姫』（マリア・カラス，ガブリエーレ・サンティー二指揮），1953年
録音1959年ニューカッティング盤につけられた解説書の文章。全6頁。ロミらしく，それまでの
演奏や舞台に触れながら，作品の魅力を語っている。
　Petit　galerie　de　portraits，　in五’6co1θdes　biches，　Au　cercle　du　livre　pr6cieux，Paris，1960（6dition
a　tirage　limit6　a　3650　exemplaires），　6　pages　d’essais　de　Romi　avec　l　l　planches　photographiques．
　1868年にブリュッセルで出版された秘本『雌鹿の学校』の限定復刻版（1960）附録の栞をロミが
担当。エッセイと写真資料を提供した。初版発表当時の状況と作品の意味を鋭く突いた好エッセイで
ある。
　Leル毎7c麓aux　1）uces，　in　Noe’1，A・G－Vie，　Paris，1961，6pages．
　「蚤の市」。「ノエル」誌，1961年刊に掲載。飾らないパリの市民生活を描くロミの視点が巧みに活
かされたエッセイ。全6頁。
　Un吻cJθdhumour　frangais，　dont　Romi　est　un　des　collaborateurs，　Les　Productions　de　Paris，
Paris，1961，455　pages．
　『フランスユーモアの一世紀』（455頁。1961）という笑い話のアンソロジーの編者のひとりに名を
連ねている。いかにもパリ人らしい軽妙な笑いに満ちた本である。
　Canards　et　canardiers，　in　Aux　carrefours　de　l’histoire，　Soci6te　Internationale　de　Publications　et
Editions，　Paris，　janvier，1963，22　pages．
　「大衆新聞と発行者たち」。「歴史の十字路」誌，1963年2月号二掲載。全22頁。のちに，単行本『三
面記事の歴史』に発展してゆく，19世紀大衆紙の発展について具体的に述べたもの。
　Dictionnaire　de　Pαris，　dont　Romi　est　un　des　collaborateurs，　y　6crit　ll　articles　et　lui　fournit
108documents　de　la　collection　Romi，　Larousse，　Paris，1964．
　『ラルース・パリ事典』（1964）。この権威ある事典にロミが長短十一項目にわたって書いているこ
と，挿絵に自身のコレクションを百八枚も寄せていることも今回判明した。ロミが斯界で，パリのあ
る分野の権威と認められていたことを示す事実であろう。
　Le　dossier　d’膨θぞぬoホ09吻勉θ昭πChrist，　in　fanus－一一Le　christianisme　entre　les　Poissons　et　le
verseau，　N．RR　et　Robert　Laffont，　Paris，　avril／mai　1964，8pages．
　「イエスキリストの『写し絵』資料」。歴史雑誌「ヤヌス」誌，特集「キリスト教一抑圧と自由
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の問」，1964年4月・5月号に掲載。全8頁。イエスの姿を描いたとされる資料の紹介と分析。
　Hier，　aWfourd　’hui，　demain－一一to　njours　fra　icheθ’ブρyθ％∫2，　in　fanus－一一Pourquoiαo諺’－Z　4三N．RF．
et　Robert　Laffont，　Paris，　juin／septembre　1964，7pages
　「昨日も今日も明日も，いつも変わらず，生き生きと愉しげに」。「ヤヌス」誌特集「なぜ第一次
大戦が？」，1964年6月・9月号に掲載。いつも変わらぬ大衆の嗜好が戦争を歓迎する風潮を作って
ゆくことを豊富な資料で解説したエッセイ。
　Lαconse’cration　des　idoles，　in／bnus…L　’Homme　et　ses　ldoles，　N．R．F．　et　Robert　Laffont，　Paris，
fevrier／mars　1965，5pages．
　「偶像の認知」。「ヤヌス」誌，特集「人間と偶像⊥1965年2月・3月号に掲載。全6頁。ある人
物が人びとの偶像と化してゆく過程を具体的に示す。。
　Romi　raconte－－pendant　l’occupation，　in　1）an！1α　prostitution，　Editions　du　Belvedere，　Paris，1971，
4pages．
　「ロミが語る占領下の娼館」。「パン，売春特集」，1971年に掲載。ロミの著作13からの引用が主要
部分を占めている。全4頁。
　Les　deUX　Plus　e’mouvantes　victimes　de　lαTerreur：Camille　et　Lucie　Desmoulins，　in　Historama，
Librairie　Jules　Tallandier，　Paris，mai　1972，18　pages．
　「恐怖政治の時代，最も心動かされる犠牲者二人一カミーユ＆リュシニ・デムラン」。「イストラ
マ」誌，1972年5月号に掲載。全18頁。ロミの得意とする革命期の実話の発掘による歴史の再検討
を促すエッセイ。
　De　falbalαs　en　effeuillages　et　Jmagination　e’rotique　populaire，　deux　essais　6crits　par　Romi，　in
Gala－一一exりressions，　inventions　et　techniques，　Ren6　Julliard，　Paris，1974，14　pages　et　l　l　pages．
　性愛についてまとめた一書『祭典　表現・創意・テクニック』（1974）に共著者として二篇のエッ
セイを寄せている。ひとつは女性がこてこてした衣裳を脱ぎ捨ててゆく歴史を解説した「剥がれてゆ
く飾り物」（14頁），もうひとつは，大衆レベルのエロスのありようを具体的に説いた「民衆のエロ
チックな想像力」（11頁）である。
　Barnum，　premier　roi　du《show　bi2》，　in　Historia，　Librairie　Jules　Tallandier，　Paris，avril　1981，11
pages．
　「最初のショービジネスの王バーナム」。「イストリア」誌，1981年4月号に掲載。全11頁。19世紀
に大活躍したアメリカの興行師バーナムに関する本格的記述。のちに『突飛なるものの歴史』でも描
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かれるが，それよりも詳細に語られている。
　∬ls　trahissent　tous〈Nostradamus，　in　Historia，　Librairie　Jules　Tallandier，　Paris，novembre　1981，12
pages．
　「彼らは皆，ノストラダムスを裏切った」。「イストリア」誌，1981年11月号に掲載。全12頁。ノス
トラダムスについて語られてきたまことしやかな嘘を暴き，歴史の裏に隠れた真実を暴き出すエッセ
イ。
　Soガ74召chez　y吻κs…jadis　et　Daguerre，　in　Penthouse，　Editions　de　Presses　et　d’lnformation，
Paris，　novembre　1985，8pages．
　「ウェヌスの館の夜」。フランス版「ペントハウス」，1985年11月号に掲載。全8頁。ダゲレオタイ
プ時代のポルノグラフィを紹介しているが，現代に背を向け，ひたすら過去の事象に執着するロミの
面目躍如たる一文である。
　ロミは「反画一主義の雑誌」と銘打った「クラプイヨ」誌の常連寄稿者として，多くの文章を書い
ている。現在判明しているものは以下の如くである。すべて「クラプイヨ」誌なので，日本語の解説
部分では雑誌名を省く。
　La吻の7ガs召de　la　Bastille，　Leヱ4ブ％ガ〃6’髭陀du虎だ76　national，　in　Le　CraPouillot　magazi2ze
libre　trimestriel・・Leヱ41uillet　inconnu》，．Jean－facques　Pazavert，　Paris，　No．67，　juillet　1965，46　pages
au　total．
　「バスティーユ奪取の真相」「国家的熱狂の祭日，七月十四日」の二篇。最初のエッセイはのちに単
行本に発展してゆく。二篇目は七月十四日がどの年にはどのようであり，ある年にはこのようであっ
たということを述べることで，国家的熱狂ともいうべき現象を浮き彫りにしてゆく。具体的な事実か
ら始める民衆歴史家としてのロミがここにすでにいる。
　Le　trzast　de　deuil，合crit　par　Romi，　Un窺ακ雇ノン㎎ゴ16，6crit　pad　Robert　Miquel，　le　vrai　nom　de
Romi，　in　Le　Crapouillot・・Les　pompes　fun2bre）〉，ノean－Jacques　f）auvert，　Parist　No．69，　juin－juiUet
1966，8pages．
　ロミ名義で「喪のトラスト」。全8頁。葬儀をとりしきる一大企業について，その実態を豊富な資
料とともに語る。本名のロベール・ミケル名義で「微妙な市場」。ショックを与えないように葬儀会
社の広告をするにはどうしたらいいかを例とともに記す。全2頁。1966年6月・7月号「葬式」特
集に掲載。
Ca∬eroles　et　chansonフ纏θs，　in五e　C吻ott〃o’《五αbonne　vie》，　Soo諺だdEditions　P傭s勧フzθs
191
プルー一スト研究・フランス文学・文化史研究・日本文学研究
Associe’es，　Paris，　Nouvelle　s合rie　No．5，　hiver　l968，4pages．
　「鍋と小唄」。1968年冬号「おいしい生活」特集に掲載。全4頁。ロミの得意なカフェ・コンセー
ル時代の流行歌のなかから，グルメに関する唄を紹介。世紀末から今世紀初頭の庶民の生活の姿が浮
かび上がる。
　Avant－ProPOS，　Le　calendrier　de　lαgloire，乙α9α49θ漉プ6伽ρ〃ガα♂60U　NaPole’on，　CセS’‘0吻0雛S
Payant，　in　Le　Crapouillot《1V4ウ0160㎎cet　inconnu》，　Soc彪‘6　dEditions　Pαrisiennes．4∫∫oc毎6s，　Paris，
Nouvelle　s6rie　No．8，　hors－s6rie，6t61969，1page，31　pages，5pages．
　「序文」「栄光のカレンダー」「皇帝グッズ，またはナポレオンはいつも商売になる」の三篇。1969
年夏号「ナポレオン，この知られざる存在」特集に掲載。全部で37頁。ナポレオンに関する資料を駆
使して，知られざるナポレオン像に迫る。視点のユニークさとそれを支える博捜ぶりはロミの独檀場
である。
　La　Petite　histoire　des　grandesゴα勉舵6s，　in　Le　CraPouillot　magazine　non　conformiste・vLes
Gargonnesコ、，50cガ爾ゾEditions　Parisiennes．4∬oc漉∫，　Paris，　Nouvelle　s6rie　No．23，　d6cembre
1972，18pages．
　「名だたる女性の同性愛者小史」。1972年12月号「ガルソンヌ」特集。全18頁。歴史上に名を残し
た「第三の性」の女たちについて資料とともに解説する。話は宮廷時代から近代まで及んでいる。
　La勿7ガゴ勾麗histoire　des　grands　truαnds　du　temカs加3∫6，　in　Le　CraPouillot　maga2ine　non
conformiste《Les　truαnds）・，　Socガ窃4　dEditions　Parisiennes　A∬oc彪ε8　Paris，　Nouvelle　s6rie　No．27，
automne　1973，32　pages．
　「いにしえのごろつきたちの本当の歴史」。1973年秋号「ごろつきたち」特集に掲載。全32頁。次
項と合わせてこの材料で本を書いてほしかったと切に思わせる記事である。歴史の裏の世界に名を残
す「ごろつき」たちの人生は犯罪研究にとっても重要な資料となるはずである。
　Les　escrocs…chapitre　f，　llJ　et　V，　in　Le　Crapoui〃ot　magazine　non　conformiste《Les　escrocs》，
50c観6　dEditions　Parisiennes　Associe’es，　Paris，　Nouvelle　s6rie　No．37，　hiver　1975，31pages　au　total．
　「詐欺師」第一章第三章，第五章を担当。1975年冬号「詐欺師」特集に掲載。全31頁。いつの時
代にも詐欺師はいて，騙される者たちもいた。種村季弘も参考にしたかもしれない論考。具体的な資
料の博捜ぶりはさすがにロミである。
　Les　vo夕antes…c〃砂〃召∫6‘以in　L召Craカo％〃o’magazine　non　60吻rmiste《Les　voyantes…
1召∫bonフzθs　et　les　mαuvaises》，　Socガ窃6　dEditions∫）arisiennes、A∬oc諺ε∫，　Paris，　Nouvelle　s6rie　No．39，
6t61976，43　pages　au　tota1．
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　「女占い師たち」第一章と第二章を担当。1976年夏号「女占い師，いい場合と悪い場合」特集に掲載。
全部で43頁。霊媒や千里眼，占術といった非科学的なものがどれだけ歴史の中で民衆に浸透してきた
かを具体的な資料とともに論じた文章。その知識と確かな分析能力に驚かされる。
　Petite　histoire　des　maisons　closes…chapitre　I，IL　IJI　et　IV，　in　Le　CraPouillot　maga2ine　non
conformiste・rPetite　histoire　des　maisons　closes）・，　So6彪彪d　’Editions　Parisiennes！1∬oc漉∫，　Paris，
Nouvelle　s6rie　No．42，　printemps　1977，31　pages　au　total．
　「娼館小史」第一章，第二章，第三章，第四章を担当。全部で31頁。1977年春号「娼館小史」特集
に掲載。娼館の歴史に就いては大著のあるロミがもっとも信頼の置ける筆者だったということがわか
る。雑誌記事ながらまことに読みごたえのある文章である。
　Pαr　toecs　les　seins！，　in　Le　CraPouillot　maga2ine　non　conformiste《L6　sexe）・，50cガ薦d　’Editions
Parisiennes　Associe’es，　Paris，　Hors－s合rie　No．3，6t61983，5pages．
　「すべて乳房なるものによって」。1983年夏号「セックス」特集。全5頁。『乳房の神話学』刊行後
の資料も駆使した乳房論。筆致は冷静で見事である。
　La　belle⑳oσ粥des　vieux　marcheurs，　in　Le　CraPoui〃ot・（Les　Pe’doPhiles》，50c魏6　d　’Editions
Pαrisiennes／Associe’es，　Paris，　Nouvelle　s6rie　No．73，　janvier　l984，6pages．
　「好色中年男のベル・エポック」。1984年1月号「小児性愛」特集に掲載。全6頁。20世紀初頭の
流行歌や三面記事の紹介を通じて，フランスにおける小児性愛の歴史を辿る。
　Le　Petit　oiseau　Peut－il　sortir　tout　nu？，　in　Le　CraPouillot　magazine　non　conformiste〈rCent　ans
de　photos　coquinesp，　Soc彪’6　d’Editions　Pαrisiennes∠L∬oc罐θs，　Paris，　Nouvelle　s6rie　No．79，
d6cembre　1984－janvier　1985，6pages。
　「小鳥は全裸で出てくることが可能か」（シャッターを押す時の言葉のもじりだが，裏には卑狸な意
味が隠されている）。1984年12月号・1985年1月号「狼褻写真の百年」特集に掲載。全6頁。『ヌード』
をはじめ，単行本に繋がるエッセイ。
　　La・torture・d　l’a吻ue，　L　’as－tu　vue　la　craPaudine　du　Pere　Bzageaud，　in　Le　Crapoui〃ot　magazine
　non　conformiste《Lαtorture》，　Soc彪彪d　’Editions　Pαrisiennes．4∬oc彪ε∫，　Paris，　Nouvelle　serie
　No．83，　septembre－octobre　1985，4pages，4pages．．
　　「古代の拷問」「君はプジョー親爺の拷問器具を見たことがあるか」の二篇。1985年9月・10月号「拷
　問」特集。古代の拷問について図版資料を駆使して解説した「古代の……」，北アフリカで武勲を立
　てたために元帥になった軍人プジョーが，部下を鍛えるためと称して考案した拷問器具を紹介。その
，歪んだ情熱を暴いた「君は……」。各4頁。
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Lα　Sainte　famille　Pose　Pour　He’lene　Smith，　in　Le　CraPouillot〃maga2ine　non　conform　iste　・Vrais
miracles　et　faux　prodiges》，50c諺彪d　’Editions　Parisiennes．4∬oc彪θs，　Paris，　Nouvelle　s6rie　No．85，
d6cembre　1985，2pages．
　「エレーヌ・スミスが描いた聖家族」。1985年12月号「真の奇蹟と偽の奇蹟」特集に掲載。全2頁。
『突飛なるものの歴史」で一章を割いて紹介した霊媒の話を，その後の事実も合わせて紹介している。』
ムα加α，danse　auvergnate，　in　Le　CraPouillot〃maga2ine　non　conformiste・・Les　A　uvergnats・，
50σ庭彪d’Editions　Parisiennes、4∫∫oo彪2∫，　Paris，　Nouvelle　s6rie　No。88，　juin　1986，1pages．
　「ジャヴァはオーベルニュ地方の舞踊か」。1986年6月号「オーベルニュ人」特集に掲載。全1頁。
二十世紀初頭に一世を風靡した三拍子のダンス「ジャヴァ」がもともとはフランス中部のオーベル
ニュ地方の起源だという説を，文献を通じて紹介している。短いながら，大衆音楽に造詣の深かった
ロミならではの文章。
　Les　couPs　de　pieds　de悔ππ∫，　in　Le　CraPouillot　magazine　non　conformiste・uLa　vie　amoureuse
des　rois　de　France》，　Soc諺‘4　d　’Editions　Pαrisiennes、4∬ocガ勿∫，　Paris，　Nouvelle　s6rie　No．95，
septembre　l987，6pages．
　「性病」。1987年9月号「歴代フランス国王の恋愛生活」特集に掲載。全6頁。フランス歴代の国
王が悩まされた性病に就いて，歴史的事実を紹介したエッセイ。
　《L’invention》du　docteur　Guillotin，　in　Le　CraPouillot　bicentenaire　non　conformiste認6如露
une　fois　la　1～勘01魏ガ07z》，　Soc∫窃6　d　’Editions　Parisiennes　Associe’es，　Paris，　Nouvelle　s6rie　No．101，
mai－juin　1989，5pages．
　「ギヨタン博士の《発明》（ギロチン）」。1989年5月・6月号「かてフランス革命というものがあっ
た」特集に掲載。全5頁。フランス革命特集に寄せられたギロチンの考察。短いが要点を蓋している。
　Le　diable　est　de　re　tour，　in　Le　CrαPouillot〃magazine　non　conform　iste　KLe　diable　est　de　retour》，
Soc彪彪d’Editions　Parisiennes／4∬ocゴ勿∫，　Paris，　Nouvelle　s6rie　No．107，　janvier－f6vrier　1992，81
pages．　Tous　les　textes　sont　6crits　par　Romi．
　「悪魔が戻ってきた」。1992年1月・2月号「悪魔が戻ってきた」特集に掲載。全81頁。一冊丸ご
とロミが書いている。現代と悪魔のイメージの関わりを丹念に説く。86歳の老人の筆とは思われない
ほど，精緻にして生彩に富んだ文章である。
　以上の探索の結果判明した事実のうちでとくに重要なことは，若きロミが文筆家ではなく，挿絵画
家として活動をしていたということである。筆者はロミの弟子ジャン・フェクサスからロミの「画業」
についてさまざま話を聞いたが，それを裏づけるような資料の発掘であった。また，各種雑誌に掲載
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された単行本未収録作品は，ロミという著述家の原点となった柱の一つが，「突飛なるもの」
（rinsolite）の探求にあったことを示していると同時に，それを根抵から支えていたのは「反画一主義」
anticonformismeであったことをも証している。ロミがシュルレアリスムに接近したのは，まさに
「反画一主義」を信奉していたからであろう。権威，建前，世間的良識……人間の精神の自由を奪い
かねない束縛とロミは生涯闘ったのだ。その戦いがあるときはユーモアやカフェ・コンセールやエロ
ティシズム等に対する関心を伴って行われていたことは，ロミの文章をひときわ風通しのよいものに
している。今まで筆者は五冊のロミを訳してきたが，今度もそうしたロミの残した著作を一冊でも，
一篇でも多く紹介してゆくつもりである。
　フランス文学に関しては，さらにもう二つの仕事（醗訳一冊と書き下ろしの著書一冊）の完成を目
指していたが，それはあくまで資料蒐集と準備，ならびに途中までの仕上げにとどまった。今後な
るべく早い時期に完成させる決意である。
3　プルースト研究
　これについては特別研究期間を最大限に活かしたと言える。成果は二つある。
　1　文学作品の「書き出し」について考察するという論集で，プルースト『失われた時を求めて』
　　について論じた。これは改めて自身のプルースト観の見直しをするきっかけになった。その意
　　味で，2に記す謙訳の際にも役に立った。
　2　プルーストの代表作『失われた時を求めて』全七篇中，第六篇の醗訳を公にすることができた
　　こと（刊行は2008年5月）。『消え去ったアルベルチーヌ』（光文社古典新訳文庫）。
　2の訳書に入れたプルースト関連の写真はまさに，フランスに出張した折に撮影したものである。
また，醗訳の細部に関して，この出張旅行の果たした役割は大きいものであった。
　この翻訳の意義に就いては同訳書に詳しく記したので，ここでは繰り返さない。ただ，強調してお
きたいことがある。筆者が訳したグラッセ版『消え去ったアルベルチーヌ』は作者が死の間際まで手
を入れたもので，1987年に初めて公刊された。当然ながら，原書にはその経緯や，当時の事情を示
す書翰や，版の違いに関する詳細な説明が載っている。光文社古典新訳文庫編集部は，作品のみなら
ず，そうした，いわば研究の部分もすべて訳すことを認めてくれた。これは現在の出版状況のなかで
は稀有の叡断と言わねばならない。作品そのものを研究部分とともに訳出できたことが，筆者の特別
研究がどのようなものだったかをゆくりなくも語っている。この謙訳を出したことで，筆者のプルー
スト研究は格段に前進してゆくだろう。いや，そうでなくてはならないといま筆者は決意を新たにし
ている。
以上が筆者の特別研究の成果報告である。一年間の研究期間を存分に使うことが出来たことに感謝
したい。（了）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（たかとお・ひろみ　商学部教授）
